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文が本国協会の機関誌 (The Gaskell Society
Journal) に毎年 1本は採用されるほど国際的評
価は高い｡ また, 研究熱心な女性会員が多く, 生
誕 200 年を祝う祭典として 2 年前には翻訳全集













































りに花がさき, 消灯は午後 9時近かった｡ 大会後
半年近くが過ぎ, 雑談内容の大半が記憶にないが,
酩酊した協会会員の 1人が市村学長の昼食前のご
挨拶に遅まきながら応え, ｢江戸川大学のためな
ら, 何でもしますよ～～｣ と歌うように明言した
ことだけは今も脳裏に焼き付いている｡ 学会活動
では発表論文本数と論展開の斬新さが主要な評価
基準となるが, 本大会の運営委員長の立場から言
えば, この台詞が最大の褒め言葉に聞こえた｡ 何
か, あるいは, 誰かのために無条件で貢献できる
強靭な精神と実行力こそが不安定なグローバル社
会を生きるうえで必要不可欠ではないかと考えた
大会だった｡
IT産業の世界的な隆盛に伴う活字文化の変容
に戸惑うことが多い反面, 個人の小さな声を拾い,
文字の形で表現する文学は国境の境界線をかつて
より容易に越え, 世界中へ発信できるようになっ
た｡ 英語で世界へ発信できる学生を 1人でも多く
育成したいと切に願った大会でもあった｡
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